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技術の特徴
・サイクロデキストランは環状イソマルトオリゴ糖（CI)と環状イソマルトメガロ糖（C-IMS)がある。
・CIとC-IMSは歯垢予防機能があり、C-IMS（うちCI-10,11,12）には包接能も期待される
・通常の生産法ではCIが8割、C-IMSが2割
・エタノール沈殿法でC-IMSが5割に高まる
・ODS C18カラムによりCIとC-IMSをきれいに分離

研究の内容

今後の展開
・C-IMSの特性解明と機能開発を目指す。
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M., and Kimura, A.: Evidence for cycloisomaltooligosaccharide production from starch 

by Bacillus circulans T-3040. Appl. Microbiol. Biotechnol., 98, 3947-3954, 2014.

農研機構

食品総合研究所
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50% C-IMS標品

反応液

[1] 澱粉を温水で溶解

[2] CI生産酵素を

添加し環状糖生
産反応

[3] 凍結して未反応澱
粉沈殿 [4] αアミラーゼ+グ

ルコアミラーゼ分解

[5] 反応液 : エタノー
ル=1:2で沈殿除去

[7] 反応液:エタノール=1:3で沈殿回収,

さらに再溶解・沈殿3回繰り返す

[8] 凍結乾燥

[6] 濃縮

[3] 融解後、未反応
澱粉を遠心で除去

[5] Waters, Preparative C18, 125Å , 55-105 mm 

カラム, 水洗後3.5％エタノールで溶出

[6-1] 

溶出画分

[6-2]

吸着画分

[8]3.5%エタ
ノールでCI

溶出, 減圧
濃縮

[7] 20%エタノー
ルでC-IMS溶出,

減圧濃縮

[9] 凍結乾燥

[8] 凍結乾燥

[7]減圧濃
縮,再カラム

CI生産反応液，高濃度C-IMS, 高純度CI

および高純度C-IMS標品のHPLC分析


